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明治 元年 五月 十四日の 午過ぎだった。 「官軍 は 明日 

夜の 明け 次第、 東 數山彰 義隊を 攻撃す る。 上野 界隈の 

町家の もの は匇々 何処へ でも 立ち退いて しまへ。」 I 

したや まち 

I さう 云 ふ 達しの あった 午過ぎだった。 下 谷 町 二 丁目 

の 小間物 店、 古河 屋政 兵衛の 立ち退いた 跡に は、 台所 

の 隅の 跑貝 の 前に 大きい 牡の 三毛猫が 一 匹 静かに 

香箱 をつ くって ゐた。 

戸 をし め 切った 家の 中 は 勿論 午過ぎ でも まつ 暗 だつ 

た。 人 音 も 全然 聞えなかった。 唯 耳に は ひる もの は 連 



日の 雨の 音ば かりだった。 雨 は 見えない 屋根の 上へ 

時々 急に 降り注い では、 il 時 か 又 中空へ 遠の いて 行つ 

こはく まる 

た。 猫 は その 音の 高まる 度に、 琥拍 色の 眼 をまん 円に 

した。 竈 さへ わからない 台所に も、 この 時 だけ は 無 

気味な 燐光が 見えた。 が、 ざあっと 云 ふ 雨 音 以外に 何 

も 変化の ない 事 を 知る と、 猫 はや はリ 身動き もせず も 

う 一 度 眼 を 糸の やうに した。 

そんな 事が 何度か 繰り返される 内に、 猫 はとうとう 

眠った のか、 眼 を 明ける 事 もし なくなった。 しかし 雨 

あ ひか はらず 

は 不相変 急に なつたり 静まった りした。 八つ、 八つ 半、 

—— 時 はこの 雨 音の 中に だんだん 曰の 暮へ 移って 行つ 



この 時 この 水口の 戸 を 開いた の は、 いや 戸 を 開いた 

ばかりで はない、 腰 障子 もし まひに 明けた の は、 濡れ 

鼠に なった 乞食だった。 彼 は 古い 手拭 を かぶった 首 だ 

しばらく 

け 前へ 伸ばした なり、 少時 は 静かな 家の け は ひに ぢっ 

と 耳を澄ませて ゐた。 が、 人 音の ない の を 見定める と 

さかむ しろ 

これ だけ は 真新しい 酒 筵 に鮮 かな 濡れ色 を 見せた 儘、 

そっと 台所へ 上って 来た。 猫 は 耳 を 平め ながら、 二足 

うしろで 

三 足跡ず さり をした。 しかし 乞食 は 驚き もせず 後手に 

おもむ 

障子 をし めてから、 徐ろに 顔の 手拭 をと つた。 顔 は 

髭に 埋まった 上、 膏薬 も 二三 個所 貼って あった。 しか 

あか むし 

し 始には まみれて ゐて も、 眼 鼻 立ち は 寧ろ 尋常だった _ 



「三毛。 三毛。」 

しづく 

乞食 は 髪の 水 を 切ったり、 顔の 滴 を 拭ったり しな 

がら、 小声に 猫の 名前 を 呼んだ。 猫 は その 声に 聞き 覚 

えが あるの か、 平め て ゐた耳 を もとに 戻した。 が、 ま 

だ 其処に 佇んだ なり、 時々 はじろ じろ 彼の 顔へ 疑 深 

い 眼 を 注いで ゐた。 その 間に 酒 筵 を 脱いだ 乞食 は 脛の 

色 も 見えない 泥足の 儘、 猫の 前へ どっかり あぐらをか 

いた。 

「三毛 公。 どうした 9 誰も ゐ ない 所 を 見る と、 貴 

様 だけ 置き去り を 食 はされ たな。」 

乞食 は 独り 笑 ひながら、 大きい 手に 猫の 頭 を 撫でた。 



けしき 

さっきの やうに、 油断の ない 気色 は 見えなかった。 二 

もくねん しばらく 

人 は 黙然と 少時の 間、 互に 眼と 眼 を 見合せ てゐ た。 

「何 だい、 お前 は 新公ぢ やない か？」 

彼女 は 少し 落ち着いた やうに、 かう 乞食へ 声をかけ 

た。 乞食 は にゃにゃ 笑 ひながら、 二三 度 彼女へ 頭 を 下 

げた。 

「どうも 相 済みません。 あんまり 降りが 強い もんだ か 

ら、 つい 御 留守へ は ひこみ ましたが ね II 何、 格別 明 

き 巣 狙 ひに 宗旨 を 変へ た訣 でもな いんです。」 

「驚かせる よ、 ほんた うに —— いくら 明き 巣 狙 ひぢゃ 

ない と 云った つて、 図々 しいに も 程が ある ぢ やない 



忘れたん です ね。 何です、 その 忘れ物 は？ え、 姐 さ 

ん。 —— お 富さん。」 

新 公 は 又 尋ね 続けた。 

「何 だって 好 いぢ やない か？ それより さっさと 出て 

行って おくれよ。」 

つ つけん どん 

お 富の 返事 は突慳 貪だった。 が、 ふと 何 か 思 ひつい 

たやう に、 新 公の 顔 を 見上げる と、 真面目に こんな 事 

を 尋ね 出した。 

「新 公、 お前、 家の 三毛 を 知らない かい？」 

「三毛？ 三毛 は 今 此処に、 II おや、 何処へ 行き や 

がったら う？」 



乞食 は あたり を 見廻した。 すると 猫 は 何時の間にか、 

棚の 擂鉢 や 鉄 鍋の 間に、 ちゃんと 香箱 をつ くって ゐた。 

その 姿 は 新 公と 同時に、 忽ちお 富に も 見つかつ たので 

あらう。 彼女 は 柄杓 を 捨てる が 早い か、 乞食の 存在 も 

忘れた やうに、 板の間の 上に 立ち上った。 さう して 晴 

れ 晴れと 微笑しながら、 棚の 上の 猫 を 呼ぶ やうに した。 

新 公 は 薄暗 い 棚の 上の 猫から、 不思議 さう にお 富 へ 

眼 を 移した。 

「猫です かい、 姐さん、 忘れ物と 云 ふの は？」 

「猫ぢ や 悪い のかい 9 —— 三毛、 三毛、 さあ、 下りて 

御出で。」 



新 公 は 突然 笑 ひ 出した。 その 声 は 雨 音の 鳴り渡る 中 

ほとんど 

に 殆 気味の 悪い 反響 を 起した。 と、 お 富 はもう 一 度、 

腹 立 たし さ に頰を 火照ら せながら、 い きなり 新 公 に 怒 

鳴りつ けた。 

「何が 可笑しん だい？ 家のお 上さん は 三毛 を 忘れて 

来たって、 気 違 ひの 様になって ゐ るん ぢ やない か？ 

三毛が 殺されたら どうしょうって、 泣き通しに 泣いて 

ゐ るん ぢ やない か？ わたし も それが 可哀 さう だから、 

雨の 中 を わざわざ 帰って来たん ぢ やない か 9 —— 」 

「よう ござんす よ。 もう 笑 ひ はしません よ。」 

新 公 は それでも 笑 ひ 笑 ひ、 お 富の 言葉 を 遮 つた。 



口調に なった。 しかし 澄んだ お 富の 目に は、 恐怖ら し 

い 影 さへ 見えなかった。 

唯 その 頰に は、 さつきよりも、 一層 血の 色が さした 

らしかった。 

おど 

「何 だい、 新 公、 —— お前 はわた しを嚇 かさう つて 云 

ふの かい？」 

お 富 は 彼女 自身 嚇 かす やうに、 一足 新 公の 側へ 寄つ 

た。 

r 嚇 かすえ？ 嚇か すだけ ならば 好 いぢゃありません 

きんぎ ふう 

か？ 肩に 金 切れなん ぞくつ けて ゐ たって、 風の 悪い 

やつら も 多い 世の中 だ。 まして わたし は 乞食です ぜ。 



う 云 ふ 彼女の 変化に 注意深い 目 を 配りながら、 横 歩き 

に 彼女の 後ろへ 廻る と 茶の間の 障子 を 明け 放った。 茶 

の 間 は 台所に 比べれば、 勿論 一層 薄暗かった。 が、 立 

ちゃだんす 

ち 退いた 跡と 云 ふ条、 取り残した 茶箪笥 や 長火鉢 は、 

その 中に も はっきり 見る 事が 出来た。 新 公 は 其処に 

佇んだ 儘、 かすかに 汗ばんで ゐる らしい、 お 富の 襟 も 

とへ 目 を 落した。 すると それ を 感じた のか、 お 富 は 体 

を 捻る やうに、 後ろに ゐる新 公の 顔 を 見上げた。 彼女 

の 顔に はもう 何時の間にか、 さっきと 少しも 変らない、 

1^ き活 きした 色が 返って ゐた。 しかし 新 公 は 狼狽した 

やうに、 妙な 瞬き を 一 つしながら、 いきなり 又 猫へ 短 



II 更に 又 何分 かの 後、 一人に なった 新 公 は、 古 

湯椎 子の 膝 を 抱いた 儘、 ぼんやり 台所に 坐って ゐた。 

まば 

暮色 は 碟らな 雨の 音の 中に、 だんだん 此処へ も 迫って 

みづ がめ 

来た。 引き窓の 綱、 流し元の 水瓶、 —— そんな 物 も 一 

い つし よ 

つづつ 見え なくなった。 と 思 ふと 上野の 鐘が、 ー杵づ 

つ 雨雲に こもりながら、 重苦しい 音 を 拡げ 始めた。 新 

公 は その 音に 驚いた やうに、 ひっそりした あたり を 見 

ひしゃく 

廻した。 それから 手 さぐりに 流し元へ 下りる と、 柄杓 

になみ なみと 水 を 酌んだ。 

「村 上 新三郎 源の 繁光、 今日 だけ は 一 本 やられた な。」 

たそがれ 

彼 はさう 眩き ざま、 うま さ う に 黄昏 の 水 を 飲んだ。 



明治 一 一十三 年 三月 一 一十 六日、 お 富 は 夫 や 三人の 子供 

と、 上野の 広小路 を 歩いて ゐた。 

その 日 は 丁度 竹の 台に、 第三 回 内国 博覧会の 開会式 

が 催される 当日だった。 おまけに 桜 も 黒 門の あたり は、 

もう 大抵 開いて ゐた。 だから 広小路の 人通り は、 殆ど 

押し返さない ばかりだった。 其処へ 上野の 方から は、 

開会式の 帰りら しい 馬車 や 人力車の 行列が、 しっきり 

まさな 

なしに 流れて 来た。 前 田 正 名、 田 口 卯吉、 渋沢栄 一、 

辻 新 次、 岡倉覚 三、 下 条正雄 II その 馬車 や 人力車の 



二 頭 立ちの 馬車の 中には、 新 公が 悠々 と 坐って ゐた。 

もっと だて-つ 

新 公が、 II 尤も 今の 新 公の 体 は、 駝鳥の 羽根の 前 立 

だの、 厳めしい 金モ オルの 飾 緒 だの、 大小 幾つかの 勲 

章 だの、 いろいろの 名誉の 標章に 埋まって ゐる やうな 

ものだった。 しかし 半白の 髯の 間に、 こちら を 見て ゐ 

る 赭ら顔 は、 往年の 乞食に 違 ひなかった。 お 富 は 思 は 

ず 足 を 緩めた。 が、 不思議に も 驚かなかった。 新 公 は 

唯の 乞食で はない。 II そんな 事 は なぜか わかって ゐ 

た。 顔の せゐ か、 言葉の せゐ か、 それとも 持って ゐた 

短銃の せゐ か、 兎に角 わかって はゐ たのだった。 お 富 

は 眉 も 動かさずに、 ぢ つと 新 公の 顔 を 眺めた。 新 公 も 



新 公の 馬車の 通り過ぎた 時、 夫 は 人 ごみの 間から、 

又お 富 を 振り返った。 彼女 はや はり その 顔 を 見る と、 

何事 もない やうに 頰 笑んで 見せた。 活き活 きと、 嬉し 

さう に。 

(大正 十一 年 八月) 
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